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開 会 １０：００ 
（議長） 
おはようございます、ただいまの出席議員は１０名です。 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。 
ただいまから、平成２６年第１回江差町議会臨時会を開会いたします。 
本日の会議を開きます。 
本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 
（議長） 
日程第１、会議録署名議員を指名いたします。 
会議録署名議員は、会議規則第１２９条の規定により、小林議員、飯田議員

を指名いたします。 
    
（議長） 
日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

今臨時会の会期は、本日１日とすべき旨、議会運営委員会委員長から報告があ

りました。 
 したがいまして、今臨時会の会期は本日１日としたいと思いますが、ご異議

ありませんか。 
 
 （「異議なし」の声） 
 
（議長） 
異議なしと認めます。よって、会期は本日１日とすることに決定いたしまし

た。 
 
（議長） 
 次に、町長からの行政報告の申し出がありますので、これを許可いたします。 
 「町 長」 
 
「町 長」（行政報告） 
 おはようございます。私から最初に行政報告をさせて頂きます。町道民税の

還付加算金の算定誤りについてでございます。 
 平成２５年１２月２５日付け北海道新聞にて、「自治体における還付加算金な

どの算定誤り」の報道を受けて、本町の事務処理手続きを精査したところ、還

付加算金の一部が未払いになっている事が判明いたしました。 
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 調査の結果、町道民税の平成１７年度から平成２５年度までの９年間におい

て、４０件、２０万６千円の加算金に未払いがございました。 
 未払いの原因は加算金の計算で、本来、計算の始期を「納付のあった翌日」

とすべきところを「更正の決定があった日の翌日から起算してひと月を経過す

る日、」と誤って解釈していたためであります。 
 なお、他の町民税、町税及び後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育料に

ついては適正に処理しておりますのでご理解を頂ければと思っております。 
 対象者の方々には、速やかに支払の手続きを行って参りますとともに、今後

はこのような誤りが起きないように、関係法令の確認を徹底し、再発防止に取

り組んで参ります。誠に申し訳ありません。以上です。 
 
（議長） 
 以上で行政報告を終わります。 
 
（議長） 
次に日程第３、報告第１号 和解及び損害賠償額の決定の専決処分について

を議題といたします。 
 

（議長） 
提案理由の説明を求めます。 
「町 長」 
 
「町 長」（提案説明） 
報告第１号 和解及び損害賠償額の決定の専決処分についてでございます。

地方自治法第１８０条第１項に規定する議会の委任による議会、議決事件につ

いて、平成２５年１２月２６日をもって専決処分いたしましたので、同条第２

項に規定により報告するものでございます。具体的内容につきましては担当課

長より説明いたしますので、よろしくお願いを申し上げます。 
 

（議長） 
 「追分商工観光課長」 
 
「追分商工観光課長」（補足説明） 
 それでは議案の２ページをお開き下さい。和解及び損害賠償の決定について、

昨年１２月２６日に専決処分をいたしました。 
 １の当事者。甲は江差町、乙は上ノ国町在住の A 氏とさせて頂きます。事故
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の概要でありますが、江差追分全国大会開催時の平成２５年９月に２０日、午

後６時３０分頃において、江差町字陣屋町８８番地先、ハイウェイ灯に針金で

固定されていました、高さ５ｍ、幅８５ｃｍの竹竿製ののぼりが外れ、乙所有

の軽自動車の屋根を直撃し、損傷させたものでございます。甲及び乙は上記に

起因する損傷について甲の負担と責任において補修する事として交渉を進め、

和解する事で合意を得たものであります。 
 和解及び損害賠償額の概要でありますが、甲及び乙は上記に起因する車両の

補修に係る費用が１７万２，９８６円であると確認し、甲の加入する損害賠償

保険にて補填するものでございます。甲及び乙は上記事故について今後どんな

事情が生じてもいかなる名目を問わず、各自相手方に対して何らの請求をしな

いという事での和解をいたしました、以上でございます。 
 
（議長） 
 以上で提案理由の説明が終わりましたので質疑を許します。 
 質疑希望ありませんか。 
 
「小野寺議員」 
 議長。 
 
（議長） 
 「小野寺議員」 
 
「小野寺議員」 
 はい、お聞きします。少し具体的な事お聞きしたいと思うのですが。たまた

まこの前後だと思うのですがかなり強風でしたよね。あの時何か注意報も色々

入っていたと思うのですが。私もたまたま用事で町の中をそれこそ柳崎方向、

陣屋方向も含めて通っていた時に担当者、役場の職員ですね。担当者が、１人

で大変苦労してつけているのを見ました。本当に大変だと思います、江差町の

大きなイベントを成功させる為に町職員が状況を見たら体張ってやっていたと

思うのですよ。 
 それで、今回のこの事故に関して少しお聞きしたいのですけれども。それで

そもそもああいう仕事は単純に何て言うのでしょうか、穴と言いますか、こう

入れるというだけではなく当然このような事も考えると思うのですが。一定の

専門的な固定といいますか、色々な特に強風の海岸線上であれば当然だと思う

のですけれども。今回たまたまこれは陣屋町ですが、陣屋以外の先ほど言いま

した海岸線の柳崎方向とか、色々あると思うのです。 
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 それでその場合にその職員がやるとしてそういう専門的な技術的な事という

のはどういうように対応されているのでしょうか。その固定の仕方とかですね。

それから特に、強風時にどういうような事を対策として考えていたのかと、結

果的にこういう事が起きました。この点については今後もこういう事あっては

ならない事だと思いますので、どのように担当として考えていらっしゃるのか。

少しお聞きしたいと思います。 
 
（議長） 
 「追分商工観光課長」 
 
「追分商工観光課長」 
 掲示しているのぼりにつきましては、江差追分全国大会の優勝者の名前が記

載されています。または全国の支部、１６０の支部から、寄贈を頂いて掲示し

ているという事で、江差に足を運んで頂く参加者の皆さんは非常に、こののぼ

りに対しての意識が強いと言うのですかね。自分の支部ののぼりだとか名前が

書かれているのぼりを現地に見に行くような状況もありますので。やはり迎え

る側、地元側とすると是非とも掲示をしていきたいというのは、これはうちの

方の気持ちとしてある訳でございます。 
 ただ非常に今回の大会の時は、私もその通りだと思っていますが、非常に風

が強かったと。それでやはり途中で降ろすかという話は、内部でも色々検討も

しましたが、やはり来て頂いている方々に少しでも見て頂くという事を考える

と、今回の場合はギリギリまで倒れたところは撤去しながらも、ギリギリまで

状況見ながら、進めてきたと。それで場所によっても、風の当たる場所、当た

らない場所があるものですから、厳しいところについては一部やはり撤去させ

て頂いたというのが現実なのです。 
 ですから少しこういう風になったから全部撤去するのだと、何ｍ以上だから

撤去するのだというものではないという風に思っていますので、出来る限り危

険な場所については今回も撤去させて貰いましたが、今後も状況見ながら、撤

去するものは撤去するという方向で進めたいと思っています。また技術的な問

題については、特別な技術が必要というものではありません。ただ針金につい

ても、出来るだけ太いものを使ってしっかり固定をする。また針金以外にも、

固定するプラスチックの器具などもございますので、そういうものも活用しな

がら、倒れにくくしていくという工夫も今後していきたいという風に思ってお

ります、以上です。 
 
「小野寺議員」 
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 はい議長。 
 
（議長） 
 「小野寺議員」 
 
「小野寺議員」 
 ただ結果的には天候はその暴風雨とか、警報とかという事で確かなかったと

思うのですよ、もし間違っていたらごめんなさい。いずれにしても想定の範囲

だと思うのです、ああいう気候状況、気象状況は。そうだとすると、結果的に

は判断のミスがあったからこういう事があったと思うのです。それでそれを繰

り返さないためにはやはり今言ったその技術的な面、それほどでもないという

事にはならない。やはりしっかりとした部分が私は必要だと思うのです。 
 それで、これは考えてみたら追分関係だけじゃない、交通安全、後は何があ

るのか、まあ交通安全がまず大きいです。これは交通安全の場合は江差町の直

営というよりはきっと色々団体を事務局的にやっているという事でしょうか。

それにしても行政です、結果的には。後はああいう部分というのはまだあるの

でしょうか。これ単に担当課の行事という事ではなくて、道路管理者という事

にもあるのではないでしょうか。違いますか、国道でいうとこれは開発建設部

になるのでしょうか。 
 それで町道の側面でああいうものをするというのはあまりないのかもしれま

せんけれども、交通安全の関係ならあると思うのです。何か起きた場合はその

道路管理者の維持管理の中で起きたという事、旗竿等をつけるという事につい

ても一定の許可。もしくは承諾という事もあるのではないでしょうか。それも

含めれば、やはり先ほどの課長の判断というのは、あまりにも今回のこの事故、

まあ専決処分ですけれども。もう少しきちんと、たまたまこれ人身事故はなか

った、器物だけに終わったかもしれませんが万が一、竹竿が飛んで頭に当たっ

たなどといったら、私はあれを見るとやはりあの時、取り付けるのは危険では

ないのかと少し思ったのです。ただしそのままだったので私自身もそういう意

味では何らかの判断した訳ではありませんので、何も言えないものもあります

けれども。 
 やはりこれはしっかりとした行政としての、もし道路の側面があるとすれば

道路維持管理という側面も含めたしっかりとした対応が私は必要だと思います。

単に追分の大会だったから商工観光だという事にはならないと思うのですが、

その点誰が回答になるのかわからないのですけれど、改めてお聞きします。 
 
（議長） 
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 「追分商工観光課長」 
 
「追分商工観光課長」 
 道路管理者に関してはあくまでも道路のそういう既存の施設を活用させて頂

いて、設置するという、許可を出すという事でございますので、あくまでも設

置側の責任だという風に認識しております。それで特に色々交通安全の旗です

とか、他の旗もあるのでしょうけれども。特にこの追分大会の旗については先

ほどもお話した通り、非常にやはり来て頂く方の意志が強いという事が１つと。

この大会の３日間、主に３日間のみを飾りたいという事もあるものですから、

多少の、風があっても何とか提示してあげたいというのが地元側の意識だとい

う事なものですから。その中での風が強い場合のせめぎ合いという事で、職員

が巡回パトロールを今回も何回もしました。そういう事もしながら、出来るだ

けそういう事故がある危険性があるところについては撤去していくという事で、

今後も進めたいと思っています。ですから今回の場合特にそういう事故があっ

た部分もありますので、尚更その部分については今後注意をしていき、こうい

う事が今後ないように、進めて参りたいという風に思っておりますのでご理解

を頂ければと思います。 
 
（議長） 
 良いですか。 
 
「小野寺議員」 
 はい。 
 
（議長） 
 はい、他に質疑希望ありませんので、質疑を終結いたします。 
 
（議長） 
 本案については議会の委任による専決処分であり、承認を要しませんのでこ

れをもって報告第１号については終結いたします。 
 
（議長） 
 次に日程第４、承認第１号 平成２５年度江差町一般会計補正予算（第１２

号）の専決処分の承認を求める事についてを議題といたします。 
  
（議長） 
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 提案理由の説明を求めます。 
 「町 長」 
 
「町 長」（提案説明） 
 承認第１号 平成２５年度江差町一般会計補正予算（第１２号）の専決処分

の承認を求める事についてでございます。地方自治法第１７９条第１項の規定

により、別紙のとおり専決処分いたしましたので、同条第３項の規定によりこ

れを報告し、承認を求めるものでございます。 
 １２月２９日の強風により、江差町文化会館の屋根が破損し、早急に補修し

なければ他に被害を及ぼす恐れがあった事等から１月１５日をもって専決処分

をいたしたものでございます。具体的内容につきましては担当課長より説明い

たしますので、ご審議の上承認方よろしくお願いを申し上げます。 
 
（議長） 
 「総務財政課長」 
 
「総務財政課長」（補足説明） 
 それでは説明申し上げます。議案の５ページでございます。予算構成表で説

明いたします。事業名が文化会館塔屋屋根補修でございます。内容は年末時の

強風により文化会館屋上にあります塔屋の屋根板金、これがめくれ上がり、ロ

ープ固定による応急措置を行いました。しかしながら、飛散防止あるいは被害

拡大防止のために緊急に補修を施す必要があったものでございます。補修部分

はおよそ１３５㎡でございました。補正額は２１１万１千円でございます。財

源内訳は全額一般財源で、普通交付税を充当するものでございます。以上専決

補正予算の概要でございます。 
 
（議長） 
 以上で提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 
 質疑希望ありませんか。 
 
「小野寺議員」 
 議長。 
 
（議長） 
 「小野寺議員」 
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「小野寺議員」 
 似たような問題を何回も決算、予算とか色々聞いていますので、多分私も、

これどこに向かって聞いたらいいですか、こっちですか。そうですね、はい。

聞きたい趣旨はきっとわかると思うのですが。改めて先ほどの、その似たよう

な感じなのですけれど、説明が足りないですね。どういう状況でなぜこうなっ

てという事がわからない。この間単に教育委員会所管だけじゃなくて、町営住

宅だとかも含めて町の財産の維持補修。それでこの事を何回か論議した時には

すぐの手当が間に合わないにしても、それなりにきちんと確認をしますと。そ

れで急がれるものについては補修しますという事でずっときていますよね。 
 それで今回のこれはよくわからないのですが、私、年前（としまえ）に一回

ぐるっと文化会館の外をゆっくり回って、中も含めて、玄関それから下の駐車

場から階段も含めて色々見ました。改めてもう相当傷んでいます、文化会館。

それで去年一昨年、一部屋根直したの、屋根でしたか。それであの時も論議し

ましたけれども、我々は中々その直接屋根に上がって見られる訳ではありませ

んので、どの程度傷んで、どこまで今緊急性を要してという事がよくわからな

いのです。それで今回は結果的に何なのか。まったくの不測の事態、想定外で

普通にきちんと維持管理して一定の補修をしているけれども、もう思わぬ強風

でこういう事になったのか、それとももしかして老朽して傷んでいて、きちん

とした対応していればこんな事にならなかったのかよくわからないのですが。 
 いずれにしても、老朽の、もう老朽と言っていいと思うのですが。文化会館

はもう根本的に外回りも中もそうですけれども、やらないと。特に外について

はそれこそさっきの旗竿じゃないのですけれども、まかり間違ったら飛ぶ方向

によってはこれこそまた大きな事も起きうるかもしれません。大体、図面も何

もわからないから、写真すらないから質問の仕様がないのですけれども。その

点をもう少し教えて下さい。 
 
（議長） 
 「社会教育課長」 
 
「社会教育課長」 
 もう少し具体的にというご指摘でございますけれども、町長今及び総務財政

課長がおっしゃいましたように、昨年の暮れ１２月２９日、この時の風が、１

３ｍから１５ｍほどの強い風がありました。これによりまして、会館の屋上の

上にあります塔屋という部分、塔屋というのは屋上にあります。当会館の場合

は大ホールに送る送風の機械が入っている、それの塔屋でございます。ここの

部分の屋根が、強い風によって飛んだという事でございまして、それの飛散の
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拡大があるものですから結局我々の方連絡受けまして、上の方に上ってそうい

う屋根をロープ等で押さえたと。 
 それでロープで押さえたらその下は当然ウエイトと言いますか、重りと言い

ますか、これでやらざるを得ないものですから、そういうかたちの中で緊急避

難的に応急的な措置をしたという措置でございます。それも結構時間がかかり

まして、深夜にまで及んだという部分になります。 
 それで今その修繕の計画といいますか、その辺のところでございますけれど

も。今我々の方も、これまでの修繕の経過等を踏まえまして、建物自体が平成

２年に建っているという事もございまして、２４年経過していると。そういう

事で今色々劣化している事は議員も御承知のとおりと思いますけれども。我々

の方でも色々な横道の、その部分が剥がれ落ちそうな部分があるという事。あ

るいは屋上の防水の関係。こういったものにつきましても、把握して当然ござ

いまして。緊急性のあるものからそれは優先順位をつけまして、修繕をしてい

きたいという考え方でございます。屋根の方につきましても、素人の我々の方

では少し分からない部分もありますので、これにつきましてはまたその都度点

検をさせて頂きたいとは思いますけれども。そういうかたちの修繕計画を立て

ながら、今後はその維持補修の方に努めて参りたいという風に考えております。

以上でございます。 
 
「小野寺議員」 
 議長。 
 
（議長） 
 「小野寺議員」 
 
「小野寺議員」 
 今のような答弁は課長が変わるとどうしようもないのですけれども、代々こ

ういう論議したら大体今の様な答弁出てくるのですね。状況をきちんと把握し

て修繕計画を立てて、緊急を要するものからはきちんと手当していきたいと。

じゃあ今回の事についてはどうだったのですか、それまでの調査では。調査し

ていなかったのか調査していたけれども緊急性という判断がなかったのか。役

場の職員がやったからわからなかったのか、業者がやったけれどわからなかっ

たのか。結果的にこうなったのか、少しそれを教えて下さい。 
 
（議長） 
 「社会教育課長」 
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「社会教育課長」 
 今回の場所につきましては、そういうような想定の方につきましてはしてお

りませんので、当然これはまだ持つと言いますか、そういう今のこの風にも耐

えられるという建物であるという判断をしておりましたので、それにつきまし

ては、当然予測はしていなかったという状況でございます。 
 
（議長） 
 いいですか。他に質疑希望ありませんので質疑を終結いたします。 
 
（議長） 
 おはかりします。 
 本案については討論を省略し、ただちに採決したいと思いますがご異議あり

ませんか。 
 
  （「異議なし」の声） 
 
（議長） 
 異議なしと認めます。 
 よって本案については討論を省略しただちに採決したいと思います。 
  
（議長） 
承認第１号 平成２５年度江差町一般会計補正予算（第１２号）の専決処分の

承認を求めることについて、原案のとおり承認する事に賛成の方の挙手を求め

ます。 
 
（議長） 
 挙手全員であります。 
 よって承認第１号については原案のとおり承認する事に決定いたしました。 
 
（議長） 
 日程第５、議案第１号 江差町給水条例の一部を改正する条例についてを議

題といたします。 
 
（議長） 
 提案理由の説明を求めます。 
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 「町 長」 
 
「町 長」（提案説明） 
 議案第１号 江差町給水条例の一部を改正する条例についてでございます。

本年４月１日から消費税率が８％になる事に伴い、水道料金を改定するため、

条例を改正するものでございます。具体的内容につきましては担当課長より説

明いたします。ご審議の上議決方よろしくお願い申し上げます。 
 
（議長） 
 「建設水道課長」 
 
「建設水道課長」（補足説明） 
 それでは議案書の１６ページをお開き下さい。資料につきましては資料１ペ

ージから２ページをお開き下さい。江差町給水条例の一部を次のように改正す

る。別表第１及び別表第２を次のように改める。 
 別表第１でございますが、給水装置の種類で専用口径が１３ｍｍの場合、基

本水量が５リューベの場合、基本料金が従来１，８３０円であったところ、１，

８８２円に。 
 口径１３ｍｍで８リューベの場合２，３６６円が２，４３４円に改正するも

のであります。資料の方では改正後と改正前の新旧対照表が載っておりますの

で、資料の方で見て頂いた方がわかりやすいかと思います。 
 口径の１３ｍｍにつきましては一般家庭で設置されている給水装置でありま

す。また、基本水量を超えた場合は、１５リューベまでの１リューベにつき２

６２円が２７０円に改正するものです。以下口径が２０ｍｍ以降については表

の通りとなります。口径が大きいほどアパート、事業所、大型商店、商業施設

という風になっていく表になっております。 
 別表第２でございますが、臨時的に設置される量水器の場合で、１３ｍｍ口

径で１個１ヵ月の使用料が５２円から５４円に改正するものです。 
 別表の第４については量水器を新設した場合の加入金でございます。１３ｍ

ｍ口径の場合４８，６７６円から５０，０６７円に改正するものであります。

資料４ページに消費税導入に伴う水道、下水道料金の比較を資料で乗せてござ

います。家庭用の口径１３ｍｍで下水道の接続有りの場合、４人世帯で２０リ

ューベ使用した場合の１ヵ月辺りの負担増加額はおよそ２９１円。下水道接続

無しの場合は１７４円の増加額となっておりますので表の方ご参照方お願い申

し上げます。ご審議の程よろしくお願い申し上げます。 
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（議長） 
 以上で提案理由の説明が終わりましたので質疑を許します。 
 質疑希望ありませんか。 
  
 （「なし」の声） 
 
（議長） 
 質疑希望ありませんので、質疑を終結いたします。 
 おはかりします。 
 
（議長） 
 本案については討論を省略し、ただちに採決したいと思いますがご異議あり

ませんか。 
 
 （「異議なし」の声） 
 
（議長） 
 異議なしと認め、ただちに採決いたします。 
 
（議長） 
議案第１号 江差町給水条例の一部を改正する条例について、原案に賛成の

方の挙手を求めます。 
 
（議長） 
挙手全員であります。 
よって、議案第１号については、原案のとおり可決されました。 

 
（議長） 
 日程第６、議案第２号 江差町公共下水道条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。 
 
（議長） 
 提案理由の説明を求めます。 
 「町 長」 
 
「町 長」（提案理由） 
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 議案第２号 江差町公共下水道条例の一部を改正する条例についてでござい

ます。給水条例の改正と同様に消費税率の改定に伴い、下水道料金を改定する

ため、条例を改正するものでございます。具体的内容につきましては担当課長

より説明いたします、よろしくお願い申し上げます。 
 
（議長） 
 「建設水道課長」 
 
「建設水道課長」（補足説明） 
 それでは議案書の２０ページをお開き下さい。資料につきましては資料３ペ

ージをお開き下さい。江差町公共下水道条例の一部を次のように改正する。第

２９条第１項の表を次のように改める。一般用で１ヵ月に排除した汚水量８リ

ューベの場合、基本料金が１，５９６円から１，６４１円に改正するものであ

ります。また超過料金につきましては基本水量を超える１リューベにつき１９

９円を２０５円に改正するものであります。公衆、浴場用につきましては１リ

ューベにつき９８円を１０１円に改正するものであります。なお資料の４ペー

ジには先ほど水道料金改正で説明いたしました４人世帯の比較表を載せており

ます。下水道有りの場合、１ヵ月辺りの増加額は１１７円となります。ご参照

方よろしくお願いします。ご審議の程お願い申し上げます。 
 
（議長） 
 以上で提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 
 質疑希望ありませんか。 
 
 （「なし」の声） 
 
（議長） 
 質疑希望ありませんので質疑を終結いたします。 
 
（議長） 
 おはかりします。 
 本案については討論を省略しただちに採決したいと思いますがご異議ありま

せんか。 
 
 （「異議なし」の声） 
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（議長） 
 異議なしと認め、ただちに採決いたします。 
 
（議長） 
 議案第２号 江差町公共下水道条例の一部を改正する条例について原案に賛

成の方の挙手を求めます。 
 
（議長） 
 挙手全員であります。 
 よって議案第２号については原案のとおり可決されました。 
 
（議長） 
 次に日程第７、議案第３号 平成２５年度江差町一般会計補正予算（１３号）

についてを議題といたします。 
 
（議長） 
 提案理由の説明を求めます。 
 「町 長」 
 
「町 長」（提案理由） 
 議案第３号 平成２５年度江差町一般会計補正予算（１３号）についてでご

ざいます。今回の補正の内容につきましては、役場庁舎住民ギャラリーカーテ

ンウォールの改修及び直轄港湾の災害復旧に係る経費の補正をお願いするもの

でございまして、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１，７３７万８千円を追加し、

歳入歳出の予算を歳入歳出それぞれ４８億７，３１２万円とするものでござい

ます。併せまして地方債の補正をお願いするものでございます。具体的内容に

つきましては担当課長より説明いたします。ご審議の上議決方よろしくお願い

申し上げます。 
 
（議長） 
 「総務財政課長」 
 
「総務財政課長」（補足説明） 
 それでは説明申し上げます。議案の２３ページでございます。予算構成表で

説明いたします。併せまして資料の配布をしております、資料が４でございま

す。 
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 １つ目でございます、役場庁舎住民ギャラリーカーテンウォール改修でござ

います。内容は役場庁舎西側、追分会館側にあるカーテンウォールでございま

す。いわゆる２階まで伸びているガラス窓でございます。この複層ガラスにひ

び割れが発生しました。破損の危険性があります。及び窓枠のシーリング部分、

ここから雨水が浸透してきております。このシーリングを打ち替えする事を早

急な対応が必要と判断したものでございます。補正額は１１３万９千円でござ

います。財源内訳は全額一般財源でございます。 
 ２つ目でございます、直轄港湾災害復旧でございます。これは資料４と併せ

てご覧頂きたいと思います。昨年３月２日の低気圧によりまして暴風波浪によ

り被災した西外防波堤及び西防波堤の復旧事業につきましては２５年度と２６

年度の２ヵ年で国直轄の港湾災害復旧事業として取り進めているところでござ

います。２６年度施工分の一部を前倒ししまして２５年度分に追加するもので

ございます。資料では被災箇所、赤い部分で示しております。右側の方、右上

の部分です。西外防波堤の災害箇所でございます。今回は１５９、５ｍを追加

しまして残る１２、２ｍ、これは２６年度分で施行予定でございます。左の西

防波堤の追加は今回ございません。 
 ２５年度の追加する事業費は８，１１９万２千円でございます。町の負担は

２０％でございますので１，６２３万９千円となるものでございます。従いま

して２ヵ年の事業費総計が２億１，１２０万４千円でございます。このうち２

５年度分で１億９，４１７万４千円。事業費総体で言いますと、事業費総体の

うちの９２％、この部分を２５年度で実施するという事でございます。残りの

１，７０３万円、これにつきましては２６年度の事業費となるものでございま

す。 
補正額は１，６２３万９千円でございます、財源内訳は地方債が１，６３０万、

一般財源はマイナスになります。６万１千円の減額となるものでございます。

以上補正額合計１，７３７万８千円。財源内訳は地方債が１，６３０万円。一

般財源が１０７万８千円でございます。一般財源は普通交付税を充当するもの

でございます。 
 次に議案の２７ページでございます。第２表の地方債補正変更分でございま

す。起債の目的、直轄港湾災害復旧でございます、限度額は２，２５０万円を

３，８８０万円と変更するものでございます。起債の方法、利率、償還の方法

は変更ございません。 
 関連しまして最後のページです。３４ページでございます。地方債の現在高

見込みに関する調書でございます。２５年度末現在高見込額は１，６３０万円

を追加し、６５億１，６７６万７千円となるものでございます。以上でござい

ます。 
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（議長） 
 以上で提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 
 質疑希望ありませんか。 
 
 （「なし」の声） 
 
（議長） 
 質疑希望ありませんので質疑を終結いたします。 
 
（議長） 
 おはかりします。 
 本案については討論を省略しただちに採決したいと思いますがご異議ありま

せんか。 
 
 （「異議なし」の声） 
 
（議長） 
 異議なしと認めます。 
 よって本案については討論を省略しただちに採決いたします。 
 
（議長） 
 議案第３号 平成２５年度江差町一般会計補正予算（１３号）について原案

に賛成の方の挙手を求めます。 
 
（議長） 
 挙手全員であります。 
 よって議案第３号については原案のとおり可決されました。 
 
（議長） 
以上で本臨時会に付議された案件については、すべて議了いたしました。 

 これで会議を閉じます。 
平成２６年第１回江差町議会臨時会を閉会いたします。 

 ご苦労さまでした。 
 

閉 会 １０：３７ 


